On the Debate between the Dharma Officers of Tiantong miyunyuanwu Zen Master in the Late Ming and Early Qing Dynasties by 胡 建明
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
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一
　
は
じ
め
に
　
陳
垣
（
一
八
八
〇
〜
一
九
七
一
）
が
『
明
季
滇
黔
仏
教
考
』
に
記
し
た
よ
う
に
、
明
末
清
初
の
僧
諍
（
仏
教
内
部
の
諍
論
）
は
明
末
臨
済
宗
天
童
派
密
雲
圓
悟
（
一
五
六
六
〜
一
六
四
二
）
と
、
三
峰
漢
月
法
蔵
（
一
五
七
三
〜
一
六
三
五
）
の
師
弟
の
間
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
）
1
（
。
ま
た
『
清
初
僧
諍
記
』
巻
二
「
天
童
派
之
諍
」
の
中
で
も
天
童
塔
銘
に
記
し
た
二
度
の
諍
論
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、そ
の
第
一
回
目
は
天
童
密
雲
の
法
嗣
の
間
、と
り
わ
け
費
隠
通
容
（
一
五
九
三
〜
一
六
六
一
）
に
よ
る
同
門
の
木
陳
道
忞
（
一
五
九
六
〜
一
六
七
四
）
へ
の
猛
烈
な
批
判
）
2
（
と
い
え
る
が
、
第
二
回
目
は
木
陳
道
忞
と
そ
の
法
姪
継
起
弘
儲
（
一
六
〇
五
〜
一
六
七
二
、
同
門
の
法
蔵
の
法
嗣
）
の
間
に
行
わ
れ
た
論
争
で
あ
る
。
　
陳
垣
の
上
記
二
つ
の
名
著
の
発
行
か
ら
既
に
半
世
紀
を
過
ぎ
た
が
、
し
か
し
今
で
も
な
お
、
こ
れ
を
超
え
た
研
究
論
考
は
見
ら
れ
な
い
。
花
園
大
学
教
授
の
野
口
善
敬
が
か
つ
て
『
清
初
僧
諍
記
』
を
訳
し
、
ま
た
漢
月
法
蔵
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
台
湾
の
連
瑞
枝
、
聖
空
に
若
干
の
論
考
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
辺
り
の
テ
ー
マ
は
殆
ど
着
目
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
今
日
の
学
界
の
現
状
で
あ
る
）
3
（
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
陳
垣
が
木
陳
へ
の
費
隠
の
批
判
を
論
ず
る
の
に
援
用
し
た
文
献
は
『
費
隠
禅
師
語
録
』
第
十
一
巻
等
の
み
で
あ
り
、『
費
隠
禅
師
別
集
』
の
内
容
に
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
）
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。
こ
れ
は
あ
る
い
は
彼
が
そ
の
当
時
に
こ
の
書
物
の
存
在
を
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
清
の
順
治
四
年
一
月
十
五
日
に
、
天
童
山
住
持
費
隠
が
刻
版
付
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
費
隠
禅
師
紀
年
録
』
巻
下
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
費
隠
は
順
治
三
年
丙
戌
十
月
十
一
日
に
木
陳
の
後
に
天
童
山
に
晋
山
を
果
た
し
た
。
こ
の
版
本
が
、
後
に
中
国
で
散
佚
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
考
証
を
要
す
る
。
　
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
す
な
わ
ち
最
新
の
文
献
資
料
と
し
て
の
『
費
隠
禅
師
別
集
』
で
あ
り
、
大
正
十
三
年
八
月
に
曹
洞
宗
大
学
か
ら
抄
録
し
た
も
の
で
、
現
在
駒
澤
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
。
そ
の
書
物
の
巻
十
五
所
収
の
『
説
木
陳
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
│
│ 
特
に
『
費
隠
禅
師
別
集
』
に
お
け
る
木
陳
道
忞
に
対
す
る
費
隠
通
容
の
批
判
に
注
目
し
て 
│
│胡　
　
　
建
　
明
1077（58）
欺
天
童
老
和
尚
』、『
撃
木
陳
妄
代
天
童
老
和
尚
付
法
』、『
榜
法
堂
語
』、『
啓
告
同
門
語
』
と
い
う
四
篇
が
対
象
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
木
陳
へ
の
批
判
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
費
隠
が
如
何
に
同
門
の
法
弟
木
陳
道
忞
）
5
（
を
酷
評
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
明
末
清
初
の
間
に
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
の
間
に
行
わ
れ
た
壮
絶
な
骨
肉
の
争
い
の
内
容
を
解
明
し
な
が
ら
、
当
時
天
童
山
に
お
け
る
内
訌
の
裏
に
映
さ
れ
た
複
雑
な
社
会
的
背
景
と
、
寺
院
と
政
治
と
の
絡
み
合
い
を
論
じ
て
み
た
い
。
二
　
明
末
天
童
密
雲
圓
悟
と
そ
の
門
派
　
明
末
の
萬
暦
、
天
啓
、
崇
禎
の
三
朝
は
、
お
お
よ
そ
七
十
一
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
四
四
）
で
あ
る
。
そ
の
間
政
治
制
度
は
徐
々
に
緩
み
つ
つ
あ
っ
た
が
、
社
会
に
お
け
る
経
済
、
文
化
、
そ
し
て
民
衆
の
生
活
面
な
ど
に
お
い
て
は
、
な
お
表
面
的
な
繁
栄
ぶ
り
を
維
持
し
て
い
た
。
　
ま
た
西
洋
の
科
学
技
術
や
文
化
と
宗
教
も
次
第
に
当
時
の
中
国
社
会
に
渗
透
し
て
き
た
た
め
に
社
会
・
政
治
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
都
市
化
と
と
も
に
経
済
の
商
業
化
も
進
ん
で
い
た
。
よ
っ
て
従
来
の
社
会
的
価
値
観
も
変
わ
り
、
個
人
の
自
由
を
要
求
す
る
風
潮
が
現
れ
る
と
同
時
に
、
市
民
文
化
も
空
前
の
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
う
し
た
伝
統
へ
の
批
判
と
近
代
化
へ
の
指
向
と
も
い
え
る
変
革
と
い
う
時
代
風
潮
に
お
い
て
、
思
想
界
と
宗
教
界
に
も
多
元
化
及
び
近
代
化
へ
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
。
当
然
な
が
ら
、
仏
教
界
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
　
し
か
し
崇
禎
朝
の
時
代
に
入
る
と
、
満
州
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
明
王
朝
が
遂
に
滅
亡
し
、
こ
う
し
た
近
代
化
へ
の
進
展
が
満
州
族
の
蹂
躙
に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
た
。
　
清
の
初
期
に
お
け
る
厳
酷
な
独
裁
政
治
の
下
で
、
民
族
の
衝
突
が
激
化
し
、
中
国
思
想
界
、
文
化
界
の
文
人
・
士
大
夫
が
深
い
苦
悩
と
悲
痛
に
陥
っ
た
。
明
国
に
対
す
る
忠
誠
を
守
り
、
清
王
朝
に
協
力
し
な
い
と
い
う
態
度
を
特
徴
と
す
る
遺
民
た
ち
と
、
そ
の
反
対
に
清
王
朝
に
投
降
し
て
、
変
節
し
て
異
民
族
に
従
順
す
る
と
い
う
態
度
を
特
徴
と
す
る
貳
臣
た
ち
の
間
の
対
立
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
末
清
初
の
変
革
期
に
お
け
る
思
想
界
の
主
要
な
特
質
で
あ
る
。
仏
教
界
も
勿
論
深
く
影
響
を
受
け
た
。
　
密
雲
の
門
下
の
紛
争
も
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
や
政
治
的
要
因
、
乃
至
各
自
の
在
俗
勢
力
と
支
持
層
に
よ
っ
て
生
じ
た
産
物
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
こ
う
し
た
王
朝
交
代
に
伴
う
特
殊
な
変
革
期
に
お
け
る
思
想
界
、
宗
教
界
か
ら
発
生
し
た
一
種
の
不
協
和
音
と
も
言
え
よ
う
。
　
明
末
の
仏
教
界
に
お
い
て
、
と
く
に
禅
宗
で
は
、
大
き
な
時
弊
を
露
呈
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
忽
滑
谷
快
天
の
『
禅
宗
思
想
史
』
下
巻
で
は
こ
の
時
代
を
「
禅
道
変
衰
の
代
」
と
定
め
て
い
る
。
　
明
末
の
禅
宗
の
主
張
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、
法
系
伝
承
不
明
の
憨
山
徳
清
（
一
五
四
六
〜
一
六
二
三
）
や
、
紫
柏
真
可
（
一
五
四
三
〜
一
六
〇
三
）
等
の
僧
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
藉
教
悟
宗
」
を
唱
え
た
。
つ
ま
り
教
を
以
て
禅
を
行
い
、
教
禅
融
合
の
思
想
を
持
つ
一
派
で
あ
る
。
二
つ
は
永
覚
元
賢
（
一
五
七
八
〜
一
六
五
七
）、晦
臺
元
鏡
（
一
五
七
七
〜
一
六
三
〇
）、
無
異
元
来
（
一
五
七
五
〜
一
六
三
〇
）
を
代
表
と
す
る
曹
洞
宗
の
僧
で
あ
り
、
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（59）1076
文
字
や
知
解
に
よ
ら
ず
、
宗
門
の
規
範
と
坐
禅
を
重
視
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
一
派
で
あ
る
。
三
つ
は
、
天
童
密
雲
圓
悟
、
三
峰
漢
月
法
蔵
等
を
代
表
と
す
る
臨
済
宗
の
僧
た
ち
で
あ
り
、
従
来
の
祖
師
禅
を
堅
持
し
、
見
性
を
目
的
と
し
た
修
行
を
主
張
す
る
一
派
で
あ
る
。
　
『
天
童
密
雲
禅
師
語
録
・
年
譜
）
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（
』
等
の
文
献
資
料
に
よ
る
と
、
密
雲
は
、
宜
興
の
蒋
氏
で
あ
り
、
萬
暦
二
十
三
年
に
、
三
十
歳
の
時
、
地
元
の
龍
池
山
禹
門
禅
院
の
幻
有
正
伝
（
一
五
四
九
〜
一
六
一
四
）
に
よ
っ
て
出
家
し
た
。
数
年
の
修
行
を
経
て
、
幻
有
の
衣
鉢
を
得
、
臨
済
正
宗
楊
岐
派
三
十
世
と
な
っ
た
と
い
う
。
圓
悟
は
曾
て
六
つ
の
道
場
に
住
持
し
た
。
即
ち
萬
暦
四
十
五
年
四
月
十
五
日
に
常
州
龍
池
山
禹
門
禅
院
、
天
啓
三
年
台
州
天
台
山
通
玄
禅
寺
、
天
啓
四
年
五
月
六
日
に
嘉
興
金
粟
山
広
慧
禅
寺
、
崇
禎
三
年
三
月
二
十
七
日
に
福
州
黄
檗
山
萬
福
禅
寺
、
翌
年
二
月
十
五
日
に
寧
波
鄮
山
育
王
広
利
禅
寺
、
崇
禎
四
年
に
再
び
嘉
興
金
粟
山
広
慧
禅
寺
、
そ
し
て
同
年
の
四
月
三
日
に
寧
波
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
歴
住
し
た
の
で
あ
る
。
崇
禎
十
五
年
正
月
十
四
日
に
天
台
山
通
玄
寺
に
往
き
、
七
月
七
日
に
示
寂
し
た
。
世
寿
七
十
七
、
僧
臘
四
十
七
。
九
月
に
弟
子
た
ち
が
彼
の
遺
骨
を
も
っ
て
天
童
山
に
帰
り
、
前
山
の
幻
智
庵
の
右
の
山
麓
で
塔
を
建
立
し
た
。
密
雲
が
出
世
し
て
説
法
二
十
六
年
間
、
無
数
の
人
々
を
済
度
し
た
。
得
度
の
弟
子
が
通
寿
な
ど
三
百
余
人
、
伝
法
し
た
弟
子
は
十
二
人
、
即
ち
五
峰
如
学
（
一
五
八
五
〜
一
六
三
三
）、
漢
月
法
蔵
、
破
山
海
明
（
一
五
九
七
〜
一
六
六
六
）、
費
隠
通
容
、
石
車
通
乗
（
一
五
九
三
〜
一
六
三
八
）、
朝
宗
通
忍
（
？
〜
一
六
四
八
）、
萬
如
通
微
（
一
五
九
四
〜
一
六
五
七
）、
木
陳
道
忞
、
石
奇
通
雲
（
一
五
九
四
〜
一
六
六
三
）、
牧
雲
通
門
（
一
五
九
九
〜
一
六
七
一
）、
浮
石
通
賢
（
一
五
九
三
〜
一
六
六
七
）、
林
野
通
奇
（
一
五
九
五
〜
一
六
五
二
）
で
あ
る
）
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（
。
　
嗣
法
門
人
如
学
、
道
忞
、
海
明
等
が
彼
の
語
録
二
十
巻
を
編
纂
し
、
そ
の
後
、
費
隠
通
容
が
そ
れ
を
編
纂
し
て
十
二
巻
と
な
っ
て
刊
行
流
通
し
た
。
ほ
か
に
は
密
雲
が
『
辟
妄
七
書
』、『
辟
妄
三
録
』
を
著
し
、
そ
れ
ら
は
法
蔵
の
『
五
宗
原
』
一
書
を
批
判
す
る
た
め
の
書
物
で
あ
る
。
ま
た
『
辟
妄
救
略
説
』
十
巻
が
あ
り
、
そ
れ
は
法
嗣
の
法
蔵
及
び
法
孫
の
譚
吉
弘
忍
（
一
五
九
九
〜
一
六
三
八
）
の
『
五
宗
救
』
を
批
判
す
る
為
の
著
作
で
あ
る
。
密
雲
の
同
門
天
隠
圓
修
（
一
五
七
五
〜
一
六
三
五
）
が
あ
り
、
圓
修
の
門
下
に
玉
林
通
琇
、
箬
庵
通
問
（
一
六
〇
四
〜
一
六
五
五
）、
松
際
通
授
（
一
五
九
三
〜
一
六
四
二
）
等
の
傑
僧
を
輩
出
し
た
。
ま
た
同
門
に
は
雪
嶠
圓
信
（
一
五
七
一
〜
一
六
四
七
）
が
あ
る
が
、
し
か
し
彼
の
伝
法
弟
子
と
出
家
弟
子
）
8
（
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
　
密
雲
門
下
の
人
々
た
ち
に
は
優
れ
た
者
が
非
常
に
多
い
。
し
か
も
各
々
一
方
の
道
場
を
化
し
た
）
9
（
。
但
し
法
門
の
内
部
で
は
数
々
の
諍
論
が
起
こ
さ
れ
、
明
末
清
初
の
思
想
界
に
お
い
て
百
年
間
も
継
続
し
て
い
た
。
更
に
清
朝
三
代
目
の
皇
帝
で
あ
る
世
宗
の
雍
正
胤
禛
（
一
六
七
八
〜
一
七
三
五
）
も
か
つ
て
『
揀
魔
辨
異
録
』
を
撰
し
て
、
天
童
門
派
の
諍
論
に
参
加
し
た
。
こ
れ
は
史
上
に
前
例
の
な
い
出
来
事
と
い
え
よ
う
。
1075（60）
三
　
費
隠
に
お
け
る
木
陳
へ
の
批
判
（
一
）
費
隠
と
そ
の
『
費
隠
禅
師
別
集
』
の
梗
概
　
隠
元
隆
琦
等
が
編
集
し
た
『
費
隠
禅
師
語
録
』
四
冊
十
四
巻
及
び
『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
譜
』
上
下
二
巻
等
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
費
隠
通
容
は
、
福
建
福
清
江
陰
里
何
氏
の
子
で
あ
り
、
何
氏
は
地
元
の
豪
族
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
七
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
十
二
歳
に
母
親
も
亡
く
し
た
。
よ
っ
て
伯
叔
の
手
で
養
わ
れ
た
。
十
四
歳
の
時
に
本
邑
の
三
宝
寺
の
慧
山
老
師
の
下
で
得
度
し
た
。
翌
年
、
師
に
し
た
が
っ
て
福
州
華
林
寺
に
移
り
住
ん
だ
。
十
八
歳
の
時
に
浙
江
、
江
淮
、
廬
山
等
に
入
り
、
湛
然
、
憨
山
、
博
山
、
瑞
白
、
古
潭
等
の
尊
宿
を
遍
参
し
、
二
十
四
歳
に
受
具
し
た
。
天
啓
二
年
三
十
歳
の
時
に
、
初
め
て
密
雲
圓
悟
に
吼
山
で
参
じ
て
、
七
下
の
痛
棒
を
喫
し
た
と
い
う
。
崇
禎
四
年
七
月
望
日
に
三
十
九
歳
の
時
に
黄
檗
山
萬
福
寺
に
て
密
雲
の
印
可
を
受
け
、
臨
済
宗
楊
岐
派
三
十
一
世
と
な
っ
た
。
崇
禎
六
年
十
月
十
五
日
、
四
十
一
歳
の
時
に
、
黄
檗
山
の
住
持
と
な
っ
た
。
崇
禎
十
一
年
七
月
二
十
九
日
、
四
十
六
歳
に
嘉
興
金
粟
山
の
住
持
と
な
っ
た
。
順
治
三
年
丙
戌
秋
、
即
一
六
四
六
年
十
月
十
一
日
に
、
費
隠
が
五
十
四
歳
に
天
童
山
の
住
持
に
迎
え
ら
れ
た
。
順
治
七
年
十
一
月
二
十
七
日
、
五
十
八
歳
に
徑
山
寺
に
転
住
し
た
。
順
治
十
二
年
二
月
二
十
四
日
、
六
十
三
歳
で
常
熟
虞
山
の
維
摩
院
に
住
し
、
順
治
十
四
年
六
十
五
歳
に
、
嘉
興
福
厳
禅
寺
に
移
住
し
、
順
治
十
八
年
三
月
二
十
九
日
、
六
十
九
歳
を
も
っ
て
福
厳
禅
寺
で
示
寂
し
た
。
同
年
十
月
に
、
黄
檗
山
天
柱
峰
の
麓
で
塔
を
建
立
し
た
。
嗣
法
の
弟
子
は
隠
元
等
六
十
四
人
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
上
述
の
よ
う
に
、
陳
垣
の
著
作
の
中
で
「
天
童
派
之
諍
」
に
つ
い
て
は
、
費
隠
と
木
陳
の
間
の
第
一
回
目
の
「
天
童
塔
銘
之
諍
」
に
は
、
た
だ
『
費
隠
禅
師
語
録
』
第
十
一
巻
の
内
容
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
費
隠
が
鄞
県
の
徐
之
垣
と
餘
姚
の
張
廷
賓
に
送
っ
た
書
簡
の
内
容
の
み
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
わ
ず
か
二
、
三
頁
の
内
容
し
か
な
か
っ
た
。
　
本
稿
は
最
新
の
資
料
で
あ
る
『
費
隠
禅
師
別
集
』
第
十
五
巻
の
中
で
四
篇
に
亘
る
内
容
を
使
っ
て
、
費
隠
が
如
何
に
木
陳
を
批
判
し
た
の
か
、
そ
し
て
密
雲
の
法
嗣
の
間
に
如
何
な
る
形
で
兄
弟
骨
肉
の
争
い
が
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
ら
に
す
る
。
　
『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
譜
』
の
末
尾
に
は
、『
費
隠
禅
師
別
集
』
と
い
う
書
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
左
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
説
法
『
語
録
』
四
冊
十
四
巻
及
『
祖
庭
鉗
鎚
録
』、『
心
経
斵
輪
解
』、『
漁
樵
集
』、『
挂
瓢
集
』、『
別
集
』
並
行
於
世
）
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『
語
録
』
を
除
き
、
上
述
し
た
五
つ
の
著
作
は
、
費
隠
存
命
中
に
既
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
）
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た
だ
し
そ
の
中
で
の
『
別
集
』
と
は
、
如
何
な
る
内
容
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
現
在
見
ら
れ
る
『
費
隠
禅
師
別
集
』
は
、
五
冊
十
八
巻
の
も
の
で
あ
る
が
、『
祖
庭
鉗
鎚
録
』
上
篇
は
巻
一
、『
祖
庭
鉗
鎚
録
』
下
篇
は
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
心
経
斵
輪
解
』
は
巻
十
七
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
其
の
他
の
巻
数
に
つ
い
て
は
、
巻
三
は
『
曹
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（61）1074
溪
源
流
頌
』、
巻
四
は
『
金
粟
辟
謬
』
の
上
、
巻
五
は
『
金
粟
辟
謬
』
の
中
、
巻
六
は
『
金
粟
辟
謬
』
の
下
篇
で
あ
る
。
巻
七
は
『
規
謬
見
長
老
』、
巻
八
は
『
判
狂
解
』、
巻
九
『
又
判
狂
解
』、
巻
十
も
『
又
判
狂
解
』、
巻
十
一
は
『
室
中
偶
言
』、
巻
十
二
『
黄
檗
勘
語
』
の
上
、
巻
十
三
『
黄
檗
勘
語
』
の
中
、
巻
十
三
、
十
四
『
黄
檗
勘
語
』
の
下
篇
で
あ
る
。
巻
十
五
、
即
ち
本
稿
が
論
述
す
る
費
隠
の
木
陳
に
対
す
る
四
篇
の
批
判
文
『
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
』、『
撃
木
陳
妄
代
天
童
老
和
尚
付
法
』、『
榜
法
堂
語
』、『
啓
告
同
門
語
』、
そ
し
て
巻
十
六
は
『
原
道
辟
邪
説
』、
巻
十
七
は
『
心
経
斵
輪
解
』、
巻
十
八
は
『
雑
著
』
で
あ
る
。
　
上
述
し
た
如
く
、『
別
集
』
十
八
巻
の
多
く
の
内
容
は
、
費
隠
の
同
門
法
兄
弟
に
対
す
る
諍
論
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
金
粟
辟
謬
』
上
中
下
三
巻
及
び
『
規
謬
見
長
老
』
は
、
同
門
の
法
弟
朝
宗
通
忍
に
対
す
る
批
判
書
で
あ
り
、『
判
狂
解
』
一
巻
と
『
又
判
狂
解
』
二
巻
は
、
師
の
密
雲
の
同
門
天
隠
圓
修
の
法
嗣
で
あ
る
玉
林
通
琇
の
論
駁
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
激
し
い
法
戦
は
、
先
ず
曹
洞
宗
湛
然
圓
澄
の
法
嗣
瑞
白
明
雪
（
一
五
四
八
〜
一
六
四
一
）
と
通
琇
と
の
高
峰
原
妙
（
一
二
三
八
〜
一
二
九
五
）
の
前
後
悟
道
機
縁
に
つ
い
て
の
論
争
が
こ
の
端
緒
を
開
き
、
火
花
を
散
ら
し
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
、
費
隠
は
法
叔
の
高
弟
で
あ
る
通
琇
を
批
判
す
る
為
に
書
を
著
し
た
。
こ
れ
は
通
琇
が
湖
州
の
金
車
山
報
恩
禅
寺
で
行
な
っ
た
上
堂
法
語
に
つ
い
て
の
批
難
で
あ
る
。
そ
し
て
巻
十
五
の
『
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
』、『
撃
木
陳
妄
代
天
童
老
和
尚
付
法
』、『
榜
法
堂
語
』、『
啓
告
同
門
語
』
は
、
木
陳
に
対
す
る
論
難
で
あ
り
、
巻
十
六
中
で
の
『
原
道
辟
邪
説
』
は
、
イ
タ
リ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
利
瑪
竇
（
一
五
五
二
〜
一
六
一
〇
、M
atteo Ricci
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
へ
の
論
難
で
あ
る
。
　
し
か
し
『
別
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
陳
垣
等
の
研
究
者
た
ち
は
皆
、
了
知
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
費
隠
が
木
陳
に
対
す
る
批
判
の
内
容
以
外
は
論
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。
（
二
）
費
隠
の
木
陳
に
対
す
る
批
難
に
つ
い
て
　
崇
禎
十
五
年
七
月
七
日
に
密
雲
が
示
寂
し
た
。
そ
の
翌
年
二
月
十
四
日
に
、
天
童
山
で
密
雲
禅
師
の
入
塔
の
法
要
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
「
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
」
で
は
、「
一
月
之
内
、
無
論
遠
近
老
少
貴
賎
僧
俗
男
女
与
吾
法
嗣
同
門
有
六
千
余
人
、
一
時
俱
集
）
12
（
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
う
し
た
盛
況
の
裏
で
、
天
童
山
で
は
費
隠
と
木
陳
の
骨
肉
の
争
い
の
火
種
を
か
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
費
隠
が
木
陳
の
先
師
の
位
牌
の
入
祖
堂
や
住
持
入
院
等
の
事
に
つ
い
て
の
言
動
に
大
い
に
不
満
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
説
木
陳
欺
天
童
老
和
尚
」
で
は
、
費
隠
は
、
木
陳
自
ら
が
先
師
の
位
牌
を
祖
堂
に
抱
い
て
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
左
記
の
よ
う
に
批
難
し
て
い
る
。
汝
木
陳
向
用
機
心
、
謀
取
住
持
、
恐
無
其
権
、
昧
却
良
心
。
皆
不
以
我
言
為
然
、
殊
不
知
此
番
数
千
余
人
皆
為
先
大
和
尚
末
後
大
事
而
集
、
不
因
汝
木
陳
住
持
而
来
）
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当
時
、
密
雲
の
嗣
法
弟
子
の
十
二
人
の
中
三
人
、
つ
ま
り
五
峰
学
、
漢
月
蔵
、
石
車
乘
の
三
人
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
費
隠
は
木
陳
忞
、
破
山
明
、
朝
1073（62）
宗
忍
、
萬
如
微
、
石
奇
雲
、
牧
雲
門
、
浮
石
賢
、
林
野
奇
の
八
人
の
中
で
最
も
早
く
密
雲
の
法
を
嗣
い
だ
。
儒
家
の
伝
統
に
準
ず
れ
ば
、
確
か
に
先
師
の
位
牌
を
入
祖
堂
す
る
な
ら
、
一
番
の
兄
弟
子
の
費
隠
が
担
う
の
が
正
し
い
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
木
陳
が
密
雲
の
法
席
を
継
い
だ
の
で
、
費
隠
に
譲
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
兄
弟
の
反
目
を
起
こ
し
て
、
一
門
の
中
で
不
和
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
費
隠
が
次
の
よ
う
に
厳
し
く
批
難
し
て
い
る
。
汝
木
陳
不
諸
名
分
、
亦
不
遵
礼
儀
。
不
思
数
千
余
人
非
汝
之
徒
衆
、
赫
奕
祖
堂
、
非
汝
之
親
搆
、
敢
独
抱
牌
位
而
面
南
説
開
示
語
。
以
開
示
先
大
和
尚
、
亦
開
示
同
門
尊
長
、
略
無
忌
惮
。
而
手
捧
牌
位
対
諸
尊
長
肆
口
漫
称
山
僧
、
不
肯
自
称
法
名
、
此
如
人
子
対
父
親
称
学
生
相
似
、
有
是
理
乎
。
且
抱
牌
説
開
示
語
、
謂
把
住
即
是
、
放
行
即
是
、
真
個
無
恥
之
極
。
老
和
尚
由
汝
把
住
乎
、
亦
由
汝
放
行
乎
。
把
住
則
供
養
、
放
行
則
抛
棄
、
於
老
和
尚
分
上
、
容
汝
如
是
乎
。
如
此
挙
止
、
欺
心
逆
理
、
背
義
罔
上
。
分
明
欺
老
和
尚
、
欺
諸
龍
天
。
不
惟
欺
老
和
尚
、
欺
諸
龍
天
、
亦
欺
同
門
、
並
欺
数
千
余
人
。
不
惟
欺
同
門
、
欺
数
千
余
人
、
即
天
下
凡
皈
依
老
和
尚
者
、
尽
皆
欺
到
也
。
故
我
此
時
即
欲
当
人
天
衆
前
、
痛
斥
汝
非
、
猶
念
法
門
所
関
、
惟
恐
衆
人
殴
汝
、
故
存
体
面
、
含
忍
於
懐
、
不
辞
即
行
。
且
対
諸
同
門
兄
弟
極
口
説
破
、
使
汝
聞
知
、
終
世
不
能
忘
此
逆
上
之
罪
也
。
然
又
不
特
此
抱
神
主
牌
説
開
示
語
逆
上
一
端
之
罪
、
就
汝
用
一
片
機
心
、
謀
初
七
日
以
進
方
丈
、
插
在
先
和
尚
入
塔
期
中
、
要
数
千
余
人
及
我
同
門
各
化
一
方
之
者
、
尽
皆
礼
拜
皈
信
、
听
従
於
汝
也
。
如
有
一
人
不
礼
拜
皈
従
、
則
先
用
一
南
源
、
展
威
権
以
摂
伏
之
。
拠
南
源
合
寺
多
半
称
他
是
狡
猾
之
人
、
向
為
先
大
和
尚
之
維
那
、
現
作
汝
木
陳
之
監
院
、
而
私
欲
為
汝
法
嗣
、
以
深
図
天
童
大
刹
。
是
以
陽
用
維
那
之
権
、
陰
行
監
院
之
私
、
而
交
倂
狡
猾
以
加
於
衆
、
於
理
可
乎
。
汝
深
知
先
大
和
尚
進
塔
之
事
未
完
、
我
等
与
数
千
余
人
皆
走
脱
不
得
、
頼
此
一
計
、
故
汝
在
内
深
用
密
機
、
於
外
専
用
南
源
、
一
内
一
外
、
呼
吸
相
応
、
表
裏
相
連
、
逞
莫
大
気
焔
、
無
所
不
用
其
極
、
以
摂
伏
我
等
皈
従
、
且
聴
汝
之
処
分
也
）
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こ
こ
で
費
隠
は
、
木
陳
が
尊
長
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
批
難
し
て
い
る
。
更
に
師
の
位
牌
を
抱
い
て
南
に
面
し
て
説
教
を
す
る
こ
と
は
、
先
大
和
尚
か
ら
乃
至
天
下
の
帰
信
者
ま
で
を
侮
辱
し
、
誠
に
許
し
難
い
逆
上
の
罪
で
あ
る
と
、
木
陳
に
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。
ま
た
南
源
監
院
を
濫
用
し
て
大
衆
に
圧
力
を
か
け
、
天
童
大
刹
を
自
分
の
も
の
と
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
断
罪
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
木
陳
が
天
童
の
主
席
と
し
て
、
師
の
密
雲
の
葬
送
入
塔
後
、
再
び
入
院
開
堂
の
儀
を
行
う
の
は
、
公
務
遂
行
の
範
疇
に
属
す
こ
と
と
思
わ
れ
、
木
陳
が
規
則
を
破
っ
た
行
為
と
か
、
犯
上
の
嫌
い
な
ど
に
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
費
隠
は
木
陳
が
天
童
の
住
持
の
位
を
略
奪
し
た
と
憎
み
、
耿
耿
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
密
雲
示
寂
後
、
木
陳
等
が
大
衆
を
代
表
と
し
て
金
粟
寺
に
参
籠
し
て
、
費
隠
に
天
童
の
住
持
を
受
け
入
れ
る
よ
う
と
要
請
し
た
が
、
し
か
し
当
時
費
隠
が
そ
れ
を
固
辞
し
て
い
る
。
そ
れ
故
木
陳
が
密
雲
の
後
継
者
と
し
て
天
童
山
の
住
持
と
な
っ
た
。
費
隠
は
こ
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（63）1072
れ
に
つ
い
て
左
記
の
よ
う
に
、
こ
の
一
部
始
終
を
述
べ
て
、
木
陳
を
批
難
し
て
い
る
。兹
聞
先
大
和
尚
示
寂
之
後
、
天
童
虚
席
、
汝
深
欲
攫
取
。
遂
来
操
権
而
継
立
住
持
、
只
用
私
意
、
不
遵
先
大
和
尚
卜
籤
於
韋
駄
伽
藍
、
不
拈
鬮
於
護
法
龍
天
。
恐
韋
駄
伽
藍
護
法
龍
天
、
霊
不
向
汝
。
遂
用
假
意
推
挙
名
徳
、
見
十
方
衲
子
多
景
仰
於
我
、
汝
不
得
已
、
齎
嘗
作
書
帛
到
金
粟
相
請
、
奈
我
早
已
炤
破
汝
之
心
行
、
自
来
虚
偽
、
不
惟
能
与
人
、
抑
且
能
奪
人
、
如
此
交
誼
、
当
有
禍
犯
。
且
因
上
年
緇
素
中
有
拟
請
我
風
声
、
而
牧
公
聞
得
先
欲
謀
此
寺
住
、
反
妄
讒
我
謀
住
天
童
、
以
鼓
大
衆
、
悉
皆
疑
謗
、
令
我
不
敢
進
前
周
旋
後
事
。
天
童
大
衆
多
如
是
説
、
今
若
受
請
、
則
堕
牧
公
機
阱
之
中
。
有
此
二
種
嫌
疑
、
故
終
以
善
辞
而
却
之
。
惟
拳
拳
推
譲
云
、
若
論
嗣
法
次
序
、
当
請
破
山
、
論
現
在
当
請
汝
木
陳
及
石
奇
兄
、
以
現
在
未
住
所
故
也
。
若
統
論
則
破
山
、
萬
如
、
石
奇
、
牧
雲
、
浮
石
、
林
野
諸
位
法
兄
及
汝
木
陳
皆
可
主
此
道
場
。
当
拈
鬮
卜
籤
於
韋
駄
伽
藍
、
如
拈
卜
得
人
、
然
後
発
書
以
請
之
。
即
我
在
通
玄
与
大
衆
挙
立
住
持
亦
復
如
是
。
纔
服
同
門
兄
弟
、
並
服
天
下
人
之
心
、
亦
不
昧
先
大
和
尚
在
生
公
正
之
策
也
）
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費
隠
が
語
っ
た
こ
と
を
文
字
上
か
ら
見
る
と
、
密
雲
示
寂
後
、
法
嗣
の
中
で
牧
雲
、
木
陳
等
が
皆
虎
視
眈
眈
と
し
て
、
天
童
山
の
住
持
の
位
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
費
隠
自
身
に
も
天
童
に
上
る
意
欲
が
満
ち
て
い
た
が
、
し
か
し
内
紛
が
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
た
め
躊
躇
し
、
当
時
は
進
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
天
童
山
は
密
雲
一
門
の
根
本
道
場
で
あ
る
。
五
山
の
上
位
の
官
寺
で
、
寺
格
は
金
粟
寺
よ
り
遥
か
に
上
で
あ
る
の
で
、
費
隠
が
止
め
よ
う
と
し
て
も
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
わ
か
る
。
た
だ
当
時
は
同
門
の
牧
雲
等
の
仕
業
に
悩
ま
れ
た
末
、
チ
ャ
ン
ス
が
木
陳
の
方
へ
移
り
、
機
会
を
逸
し
た
。
木
陳
は
か
つ
て
金
粟
に
往
き
、
費
隠
に
請
じ
た
が
、
費
隠
は
「
終
以
善
辞
而
却
之
」
と
し
て
い
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
住
持
の
位
は
法
弟
木
陳
に
得
ら
れ
、
費
隠
の
心
中
は
当
然
不
愉
快
で
あ
っ
た
。『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』
巻
上
「（
崇
禎
）
十
五
年
壬
午
条
」
で
は
、「
十
一
月
木
陳
、
石
奇
二
和
尚
躬
至
金
粟
、
請
師
継
席
天
童
、
師
堅
辞
之
。
及
密
老
和
尚
龕
至
天
童
、
師
特
詣
礼
龕
修
供
）
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」
と
、
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
十
六
年
癸
未
条
」
で
も
「
師
五
十
一
歳
、
正
月
往
天
童
恭
送
密
老
和
尚
霊
龕
入
塔
）
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」
と
記
し
て
い
る
。
木
陳
の
天
童
の
入
院
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
木
陳
と
石
奇
が
金
粟
寺
に
往
っ
て
、
費
隠
を
拝
請
し
た
の
は
、
費
隠
が
法
兄
で
あ
る
た
め
だ
が
、
然
し
費
隠
が
固
辞
し
た
故
、
他
の
八
人
は
皆
天
童
山
に
上
が
る
資
格
が
あ
る
。
費
隠
が
「
拈
鬮
卜
籤
」
と
い
う
方
法
で
住
持
を
決
め
る
こ
と
は
、
木
陳
等
は
賛
成
し
な
か
っ
た
。
費
隠
の
述
べ
る
よ
う
に
、
密
雲
が
天
童
山
に
入
塔
の
際
に
、
通
玄
寺
の
住
持
を
選
ぶ
時
も
、
こ
う
い
う
方
法
を
使
っ
た
と
い
う
。
　
密
雲
の
示
寂
後
、
通
玄
寺
は
林
野
奇
が
住
持
職
に
就
い
た
。
当
時
の
六
人
は
各
々
一
方
の
道
場
の
主
と
な
っ
た
が
、
た
だ
木
陳
と
石
奇
の
二
人
は
ま
だ
道
場
に
坐
し
て
い
な
い
の
で
、
二
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
天
童
山
の
住
持
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
妥
当
な
こ
と
で
あ
り
、
批
判
す
る
理
由
は
な
い
と
思
う
。
　
木
陳
が
自
分
の
晋
山
式
に
因
ん
で
、
師
の
密
雲
の
霊
骨
の
入
塔
式
も
行
い
、
1071（64）
同
門
の
師
友
と
大
衆
の
前
で
説
法
も
し
た
が
、
兄
弟
子
と
し
て
の
費
隠
は
、
そ
の
場
で
、
聊
か
に
不
快
を
覚
え
、
辞
せ
ず
に
し
て
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
ま
た
批
判
文
を
書
い
て
木
陳
を
論
難
し
た
。
客
観
的
に
見
れ
ば
、
費
隠
が
暴
露
し
た
内
紛
は
、
あ
ま
り
に
も
芳
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
崇
禎
末
年
、
蛮
族
が
入
侵
し
、
内
憂
外
患
の
苦
境
の
下
で
、
官
民
と
も
日
に
日
に
亡
国
の
恐
れ
に
苦
し
め
ら
れ
、
当
時
の
禅
門
に
も
そ
の
影
響
が
及
ん
だ
。
　
密
雲
門
下
の
費
隠
と
木
陳
な
ど
の
内
紛
も
、
乱
世
に
演
じ
ら
れ
た
一
種
の
狂
騒
曲
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
費
隠
に
よ
る
木
陳
へ
の
批
判
は
、
一
見
し
て
同
門
の
内
紛
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
深
層
に
お
い
て
は
、
社
会
の
混
乱
や
人
心
の
離
反
、
そ
し
て
苦
悩
と
矛
盾
に
呻
吟
し
て
い
る
明
末
清
初
の
漢
人
の
心
象
を
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
費
隠
の
木
陳
に
対
す
る
批
難
は
、
時
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
一
層
激
し
さ
が
増
す
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。
汝
木
陳
居
此
場
無
恥
横
行
、
則
塞
天
下
聖
賢
往
来
之
路
。
以
致
先
大
和
尚
霊
塔
住
於
寂
寞
之
郷
。
凡
曾
出
先
大
和
尚
之
門
、
誰
不
公
憤
、
以
排
叱
汝
也
。
要
而
論
之
、
汝
生
平
不
循
本
分
、
我
見
貢
高
、
尋
常
肆
口
自
逞
文
章
天
下
第
一
、
故
有
如
上
種
々
欺
先
大
和
尚
並
欺
同
門
及
天
下
人
之
罪
縁
。
我
亦
忝
在
兄
弟
之
長
、
見
此
不
言
、
則
亦
昧
先
大
和
尚
莫
大
之
恩
。
且
先
大
和
尚
在
時
於
人
天
衆
前
、
屡
称
我
為
直
心
直
行
、
有
公
無
私
底
人
）
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上
記
の
文
か
ら
見
る
よ
う
に
、
費
隠
は
木
陳
の
非
行
を
激
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
感
情
的
な
内
容
も
見
ら
れ
る
。
木
陳
の
文
才
に
不
満
を
吐
き
、
所
謂
「
不
循
本
分
、
我
見
貢
高
」、「
肆
口
自
逞
文
章
天
下
第
一
」
な
ど
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
木
陳
が
自
ら
文
章
の
卓
越
す
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
こ
と
は
、
費
隠
に
言
わ
れ
た
「
欺
先
大
和
尚
並
欺
同
門
及
天
下
人
之
罪
縁
」
の
罪
に
当
た
ら
な
い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
事
実
と
し
て
、
密
雲
の
一
門
の
中
で
は
、
木
陳
の
詩
文
が
最
も
優
れ
、
書
も
良
く
し
た
。
そ
れ
故
、
木
陳
は
清
の
順
治
帝
に
よ
っ
て
北
京
に
招
か
れ
て
い
る
。
費
隠
が
指
摘
す
る
木
陳
の
罪
状
は
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な
か
っ
た
。
更
に
第
二
篇
の
批
判
文
『
撃
木
陳
妄
代
天
童
老
和
尚
付
法
』
の
中
で
、
木
陳
の
先
師
の
法
脈
の
乱
れ
に
言
及
し
、
法
門
の
綱
紀
を
破
壊
す
る
な
ど
の
罪
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
独
今
木
陳
改
号
山
翁
、
自
誇
文
章
天
下
第
一
、
固
無
本
分
手
眼
接
人
。
只
因
天
童
大
刹
、
雖
得
住
持
、
不
能
主
張
、
要
人
帮
扶
。
乃
拜
結
党
与
、
以
布
私
恩
。
竟
以
人
情
而
賣
法
系
、
故
将
先
師
遺
下
法
衣
、
拄
杖
並
及
拂
子
妄
自
代
付
与
僧
高
原
等
。
而
謂
代
先
師
以
付
法
也
。
一
時
伝
聞
、
人
皆
駭
異
。
不
特
破
従
上
法
系
之
紀
綱
、
亦
且
溷
乱
自
来
列
祖
之
名
位
。
所
謂
以
訛
伝
訛
、
以
偽
印
偽
。
且
一
人
伝
虚
在
前
、
衆
口
藉
実
在
後
。
則
日
久
歳
深
、
烏
焉
成
馬
、
魚
魯
参
差
。
以
致
影
響
相
襲
、
假
而
不
帰
。
盗
名
欺
世
徧
満
人
間
。
則
正
宗
真
脈
、
面
禀
親
承
之
者
、
反
為
傾
奪
。
而
教
外
別
伝
、
一
枝
真
脈
、
吾
知
自
此
而
微
矣
。
拠
此
則
木
陳
真
為
吾
先
師
法
聞
中
之
乱
臣
賊
子
。
逆
師
罔
上
、
靡
所
不
至
。
則
現
今
同
門
法
嗣
、
並
千
百
世
後
、
口
誅
筆
伐
、
実
無
得
而
辞
也
。
且
以
世
間
法
而
論
之
、
如
人
子
父
親
亡
過
、
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（65）1070
豈
能
代
得
父
親
又
生
子
乎
。
又
如
朝
臣
、
豈
可
背
君
而
私
授
人
爵
禄
、
名
位
乎
。
既
朝
臣
不
能
私
授
禄
位
、
人
子
不
可
代
父
生
子
、
則
木
陳
為
先
師
逆
徒
）
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上
述
し
た
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
木
陳
は
密
雲
が
遺
し
た
法
衣
、
拄
杖
、
払
子
等
の
も
の
を
高
原
等
の
僧
に
伝
授
し
た
。
費
隠
が
こ
う
し
た
行
為
を
、
先
師
に
代
わ
っ
て
伝
法
し
た
こ
と
に
あ
た
る
の
で
、
し
て
は
な
ら
な
い
と
批
難
し
た
。
こ
れ
は
亡
き
父
親
に
代
わ
っ
て
子
を
生
み
、
臣
下
が
主
君
に
代
わ
っ
て
人
に
爵
位
を
下
し
た
こ
と
の
よ
う
な
裏
切
り
行
為
だ
と
批
難
し
た
が
、
こ
の
批
難
は
少
し
正
鵠
を
射
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
木
陳
は
已
に
天
童
山
の
主
と
な
り
、
第
三
十
一
代
目
の
有
法
の
人
で
も
あ
り
、
先
師
に
代
わ
っ
て
法
脈
を
弟
子
に
遥
付
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
費
隠
が
責
め
た
こ
と
は
事
実
か
ど
う
か
、
尚
斟
酌
の
余
地
が
あ
る
。
　
ま
た
密
雲
の
遺
留
品
も
、
天
童
常
住
の
も
の
で
あ
り
、
住
持
と
し
た
木
陳
の
管
轄
範
囲
な
の
で
、
こ
れ
を
信
物
と
し
て
弟
子
に
付
し
て
も
、
罪
咎
は
問
わ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
費
隠
が
指
摘
し
た
「
破
従
上
法
系
之
紀
綱
、
亦
且
溷
乱
自
来
列
祖
之
名
位
」
と
か
、「
盗
名
欺
世
」、「
乱
臣
賊
子
」、「
先
師
逆
徒
」
な
ど
な
ど
の
罵
り
は
言
い
過
ぎ
で
あ
る
。
木
陳
が
も
し
師
の
密
雲
に
代
わ
っ
て
高
原
に
法
を
授
け
た
こ
と
が
事
実
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
何
か
の
由
縁
が
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
高
原
と
は
如
何
な
る
僧
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
は
そ
の
詳
細
が
分
か
ら
な
い
。
但
し
、
木
陳
が
自
分
の
法
を
嗣
が
せ
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
な
ら
、
密
雲
が
度
し
た
弟
子
な
の
か
、
も
し
く
は
長
く
密
雲
に
参
じ
た
僧
か
も
知
れ
な
い
。
木
陳
が
師
の
源
流
を
書
し
て
高
原
に
付
し
た
こ
と
に
は
、
理
由
が
有
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
費
隠
は
言
及
し
て
い
な
い
。
当
時
、
費
隠
が
金
粟
寺
で
住
持
し
て
い
る
が
、
兄
弟
子
と
は
い
え
、
木
陳
の
家
事
に
ま
で
干
渉
す
る
の
は
、
越
権
の
嫌
い
が
あ
る
。
　
費
隠
は
さ
ら
に
左
記
の
よ
う
に
木
陳
の
罪
過
を
陳
述
し
て
い
る
。
先
師
既
無
遺
嘱
代
付
。
而
汝
木
陳
敢
妄
操
此
大
権
而
将
法
衣
、
拄
杖
、
払
子
代
付
衆
僧
、
豈
不
是
背
先
師
欺
罔
同
門
、
以
仏
祖
法
門
重
任
並
龍
天
幽
冥
公
鑑
悉
皆
迷
昧
而
尽
欺
到
也
…
…
既
爾
尤
見
木
陳
溷
乱
正
法
眼
蔵
、
妄
自
尊
大
、
肆
無
忌
惮
、
将
歴
来
仏
祖
法
門
紀
綱
等
同
児
戯
、
視
我
先
師
及
諸
同
門
悉
如
弁
髦
。
則
凡
在
法
門
、
人
人
得
而
攻
之
、
個
個
当
党
理
辟
除
…
…
以
此
開
弊
竇
而
啓
濫
端
、
千
百
世
法
門
罪
人
、
非
木
陳
而
何
。
嗚
呼
、
妄
代
先
師
付
法
、
並
妄
誣
先
師
代
付
源
流
、
塔
名
二
事
、
又
可
不
明
辯
、
以
排
撃
之
耶
）
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上
述
の
よ
う
に
、
費
隠
が
激
し
く
木
陳
を
排
撃
し
、
彼
が
師
に
背
き
、
法
を
代
付
し
た
こ
と
や
、
法
門
を
乱
し
た
こ
と
な
ど
の
咎
を
痛
烈
に
非
難
し
た
。
ま
た
そ
の
文
で
は
、
師
の
密
雲
が
か
つ
て
龍
池
山
禹
門
寺
に
住
持
し
た
時
に
雪
庭
圓
信
の
為
に
、
龍
池
幻
有
師
翁
の
法
脈
を
写
し
上
げ
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
名
を
幻
有
の
塔
銘
の
上
に
刻
石
し
た
こ
と
の
経
緯
を
弁
明
し
、
今
の
木
陳
の
代
付
と
径
庭
な
る
次
元
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
恐
ら
く
批
判
さ
れ
た
木
陳
の
弁
解
に
対
す
る
費
隠
の
反
論
と
思
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
批
判
は
費
1069（66）
隠
か
ら
の
一
方
的
な
も
の
で
、
木
陳
側
の
返
答
は
、
現
在
一
切
残
っ
て
い
な
い
か
ら
知
る
由
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
費
隠
が
木
陳
の
行
為
は
、
乱
り
に
師
の
法
を
代
付
す
る
咎
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
更
に
先
師
へ
の
冒
瀆
の
罪
に
も
問
わ
れ
る
と
批
難
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
費
隠
と
木
陳
と
の
争
い
は
、
四
年
後
の
順
治
三
年
秋
ま
で
続
い
た
。
即
ち
木
陳
が
こ
の
年
七
月
に
天
童
山
か
ら
五
磊
寺
に
転
住
し
、
費
隠
が
こ
の
年
の
十
月
に
や
っ
と
念
願
が
叶
っ
て
、
金
粟
寺
か
ら
天
童
山
の
住
持
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
費
隠
が
天
童
山
で
晋
山
後
、
木
陳
に
更
に
二
篇
の
批
判
文
を
撰
し
た
。
一
つ
は
『
榜
法
堂
語
』、
も
う
一
つ
は
『
啓
告
同
門
語
』
で
あ
り
、
木
陳
が
天
童
に
在
住
四
年
間
の
い
わ
ゆ
る
「
悪
行
」
を
公
示
の
形
式
で
公
表
し
、
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
引
き
続
き
、『
榜
法
堂
語
』
の
中
で
費
隠
が
列
挙
し
た
木
陳
の
罪
状
を
見
て
み
た
い
。
　
『
榜
法
堂
語
』
と
い
う
の
は
、
題
名
よ
り
そ
の
意
味
が
分
か
る
。
つ
ま
り
費
隠
は
天
童
の
法
堂
の
壁
に
公
告
の
形
で
掲
げ
て
、
木
陳
の
種
々
の
非
行
と
、
罪
名
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
首
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
木
陳
旧
歳
与
塔
院
志
道
師
搆
訟
、
於
状
詞
中
貶
先
師
為
行
僧
密
雲
、
褒
自
己
為
法
僧
道
忞
（
中
略
）。
然
木
陳
数
年
来
、
自
称
為
先
師
法
嗣
、
又
謀
住
先
師
如
此
大
刹
、
深
叨
莫
大
恩
沢
、
不
思
報
徳
酬
恩
、
反
用
不
端
心
術
毁
辱
先
師
、
不
勝
指
屈
…
…
。
木
陳
欺
心
、
只
要
瞞
官
、
不
顧
先
師
在
生
名
徳
、
反
如
此
忤
逆
毁
傷
、
吾
知
含
血
噴
天
、
不
惟
不
能
欺
滅
先
師
、
只
増
無
量
罪
過
。
縦
千
佛
出
世
、
不
容
懺
悔
。
且
於
詞
中
貶
先
師
為
行
僧
、
抑
見
平
素
梟
心
、
不
認
先
師
為
嗣
法
之
師
、
則
従
前
外
面
装
点
、
称
為
先
師
門
人
、
皆
属
大
奸
大
詐
。
以
瞞
衆
人
、
饕
世
竊
利
養
。
又
拠
伊
詞
中
、
自
褒
為
法
僧
道
忞
、
独
不
思
汝
道
忞
法
従
何
来
可
見
、
非
従
上
真
伝
正
受
法
脈
、
分
明
是
邪
魔
外
道
、
無
本
無
源
之
法
。
既
爾
則
伊
早
已
自
摒
於
先
師
法
門
之
外
…
…
伊
既
自
褒
為
法
僧
、
独
不
知
法
之
所
在
、
人
人
可
惧
乎
。
凡
在
会
衲
僧
、
往
来
龍
象
応
転
相
告
、
報
此
人
系
威
音
王
已
後
、
無
師
自
解
外
道
之
流
、
萬
勿
歯
及
以
辱
先
師
。
謹
書
此
鳴
鼓
共
攻
之
也
。
順
治
三
年
十
一
月
二
十
八
日
上
密
下
雲
老
和
尚
嗣
法
居
長
弟
子
、
寓
天
童
方
丈
通
容
具
榜
）
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以
上
の
痛
烈
な
言
葉
を
以
て
、
木
陳
の
罪
状
を
追
及
し
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
費
隠
が
木
陳
の
後
に
天
童
山
に
住
持
し
た
際
に
、
曾
て
密
雲
塔
院
の
僧
の
志
道
通
辯
と
紛
糾
を
起
こ
し
、
よ
っ
て
木
陳
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
通
辯
が
不
満
を
持
ち
訴
訟
を
起
し
て
い
る
）
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費
隠
は
県
の
衙
内
よ
り
木
陳
が
天
童
住
持
職
在
任
中
に
報
告
し
た
文
状
の
一
紙
を
借
り
出
し
、
そ
の
内
容
を
調
べ
、
そ
の
結
果
と
し
て
木
陳
の
「
行
僧
密
雲
」、「
法
僧
道
忞
」
の
表
現
に
つ
い
て
、
強
く
批
難
し
た
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
表
現
は
、
先
師
の
密
雲
に
対
し
た
大
き
な
不
敬
、
反
逆
で
あ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
ま
た
木
陳
が
自
ら
法
僧
を
称
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
法
を
無
視
し
、
師
を
侮
辱
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
邪
魔
の
外
道
の
輩
で
あ
り
、
懺
悔
も
出
来
な
い
暴
挙
で
あ
る
と
罵
倒
し
た
。
自
分
が
一
番
の
兄
弟
子
及
び
天
童
山
の
住
持
と
し
て
法
榜
を
掲
げ
て
、
大
衆
と
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（67）1068
と
も
に
木
陳
が
犯
し
た
罪
悪
を
暴
露
し
、
批
判
を
加
え
る
と
論
じ
て
い
る
。
文
中
の
弘
光
元
年
は
、
明
の
福
王
の
年
号
で
つ
ま
り
清
の
順
治
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
公
榜
は
順
治
三
年
十
一
月
二
十
八
日
に
掲
げ
ら
れ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
費
隠
が
天
童
山
に
入
り
一
ヶ
月
半
で
あ
る
。
木
陳
の
公
文
に
称
し
た
「
行
僧
密
雲
」
が
、
師
の
密
雲
を
貶
め
た
か
否
か
、
そ
し
て
自
称
し
た
「
法
僧
道
忞
」
が
自
己
褒
揚
す
る
意
図
が
あ
る
か
ど
う
か
、
解
釈
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
る
。
こ
こ
で
木
陳
の
「
行
僧
」
と
は
恐
ら
く
師
の
密
雲
が
天
童
を
中
興
し
、
大
行
、
難
行
、
苦
行
に
勤
め
た
こ
と
へ
の
褒
め
言
葉
に
も
聞
こ
え
る
し
、「
法
僧
」
と
は
自
分
が
現
住
と
し
て
執
法
、
護
法
、
弘
法
の
僧
で
あ
る
と
い
う
意
味
も
考
え
ら
れ
る
。
普
通
で
は
、
県
衙
に
呈
し
た
公
牒
は
、
呼
称
に
対
す
る
毀
誉
褒
貶
の
意
を
挟
ま
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
費
隠
は
木
陳
を
排
撃
し
、
先
師
を
貶
め
た
と
い
い
、
「
無
師
外
道
之
流
」
と
評
し
、
法
堂
の
壁
に
公
示
を
張
っ
た
。
更
に
一
門
を
挙
げ
て
木
陳
を
糾
弾
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
実
に
針
小
棒
大
の
嫌
い
が
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
頃
は
、
木
陳
が
已
に
天
童
山
を
退
山
し
て
、
慈
渓
の
五
磊
寺
に
錫
を
移
し
、
費
隠
自
身
が
念
願
し
た
天
童
の
住
持
職
を
得
た
時
期
に
当
た
る
。
そ
う
し
た
前
後
関
係
を
考
え
れ
ば
、
本
来
な
ら
昔
の
こ
と
を
煮
返
す
必
要
は
な
い
と
思
う
。
し
か
し
費
隠
は
な
か
な
か
批
難
を
止
め
る
気
は
な
か
っ
た
。
引
き
続
き
『
啓
告
同
門
語
』
一
篇
を
作
っ
て
、
同
門
法
兄
弟
の
前
に
木
陳
が
天
童
在
住
の
四
年
間
に
お
け
る
種
々
の
罪
状
を
批
難
し
、
更
に
木
陳
を
密
雲
の
一
門
か
ら
永
久
追
放
し
、
法
嗣
の
名
を
抹
消
し
た
い
と
宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
次
の
よ
う
に
痛
烈
な
糾
弾
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
遡
上
佛
祖
来
源
、
自
曹
溪
、
南
岳
、
下
及
於
先
師
、
三
十
四
世
相
承
法
嗣
中
、
曾
無
如
此
忘
本
背
源
者
。
入
於
禅
灯
、
即
他
宗
別
派
、
亦
無
如
此
之
人
。
紹
其
宗
譜
、
独
木
陳
放
肆
横
行
、
略
無
忌
惮
。
欺
滅
先
師
、
不
勝
枚
挙
。
今
撥
其
尤
、
啓
告
同
門
、
当
劃
削
法
嗣
之
名
、
勿
使
玷
辱
従
上
宗
祖
。
庶
先
師
現
在
常
寂
光
中
正
覚
之
霊
乃
得
自
安
也
）
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そ
し
て
、
費
隠
の
『
啓
告
同
門
語
』
で
は
木
陳
の
罪
状
に
つ
い
て
以
下
の
数
条
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
１
）
欺
上
の
罪
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
掀
翻
先
師
名
位
、
自
立
扁
額
」
と
い
う
。
費
隠
が
左
記
の
よ
う
に
記
し
て
木
陳
が
先
師
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
批
難
し
て
い
る
。
本
県
林
中
尊
、
諱
沖
霄
、
製
「
法
中
龍
象
」
一
扁
、
為
密
雲
禅
師
題
、
送
懸
法
堂
正
中
。
木
陳
初
住
時
、
即
卸
其
扁
、
抹
去
中
尊
之
名
、
為
貯
穀
倉
。
板
乃
託
人
、
私
乞
陸
太
尊
紙
書
「
悟
無
上
乘
」、
将
悟
字
改
作
示
字
、
做
一
大
扁
、
写
陸
太
尊
諱
、
為
天
童
寺
山
翁
和
尚
題
。
随
懸
於
先
師
旧
釘
扁
処
。
此
掀
翻
先
師
名
位
、
自
立
扁
額
。
私
以
天
童
寺
系
木
陳
己
造
也
。
但
子
坐
中
堂
、
父
置
穀
倉
、
凡
有
聞
見
者
、
寧
不
惨
傷
乎
）
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し
か
し
、
扁
額
一
枚
ぐ
ら
い
を
入
れ
換
え
る
こ
と
で
、
師
を
離
反
し
た
罪
と
す
る
の
は
聊
か
に
言
い
過
ぎ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
２
）「
私
結
人
情
、
妄
賣
法
系
」
の
罪
で
あ
る
。
費
隠
が
更
に
左
記
の
よ
う
1067（68）
に
論
難
し
て
い
る
。
木
陳
初
住
本
寺
時
、
即
私
結
人
情
、
妄
賣
法
系
。
将
先
師
遺
下
法
衣
、
拄
杖
及
拂
子
等
件
、
妄
代
先
師
付
法
与
僧
高
原
輩
。
則
其
乖
張
法
門
、
訛
為
相
伝
、
混
濫
佛
祖
源
流
、
以
傷
単
伝
直
指
之
宗
…
…
然
則
木
陳
既
称
為
先
師
法
嗣
、
独
不
諸
此
法
之
所
在
、
人
人
可
惧
。
而
突
操
此
柄
以
啓
千
百
世
之
偽
端
、
作
法
門
一
大
罪
魁
乎
。
此
也
当
早
削
法
嗣
之
名
矣
）
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上
述
し
た
木
陳
が
妄
り
に
先
師
に
代
わ
っ
て
付
法
し
た
こ
と
の
罪
は
、
前
文
に
お
い
て
既
に
述
べ
て
い
る
。
費
隠
が
天
童
に
住
持
し
た
後
、
再
び
批
判
文
を
撰
し
、
同
門
に
向
か
っ
て
木
陳
を
一
門
か
ら
追
放
す
る
よ
う
と
宣
言
し
て
い
る
。
（
３
）
先
師
語
録
の
原
板
を
毀
損
し
、
字
義
を
改
竄
し
た
罪
に
つ
い
て
、
費
隠
は
左
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
木
陳
濫
膺
名
刹
、
亦
有
上
堂
、
普
説
及
贊
頌
、
偈
等
、
曾
集
成
巻
、
称
為
語
録
。
其
欺
凌
、
侮
慢
、
媟
褻
、
譏
刺
先
師
之
語
、
難
以
指
数
、
罪
不
勝
詰
。
更
先
師
在
日
、
手
刊
住
本
寺
単
本
語
録
、
凡
一
百
四
十
餘
葉
、
久
已
流
通
於
世
。
内
与
士
大
夫
交
際
、
問
道
、
書
示
士
大
夫
偈
頌
、
機
縁
、
請
主
司
李
、
黄
元
公
、
檀
越
徐
心
韋
、
諱
之
垣
等
名
。
及
上
堂
、
小
参
与
禅
衲
、
覿
面
、
扣
問
、
機
縁
、
種
々
題
詠
関
係
、
中
興
一
寺
始
末
因
縁
、
倶
被
木
陳
尽
行
劃
削
、
並
旧
存
原
板
亦
皆
劈
毁
、
従
新
杜
刻
一
本
。
所
留
之
語
、
不
満
四
十
餘
葉
。
又
於
四
十
餘
葉
中
、
将
一
切
現
前
字
眼
、
尽
以
蹊
蹊
蹺
蹺
、
荒
蕪
怪
異
之
字
。
満
張
改
换
。
乖
舛
鄙
陋
、
使
人
展
巻
、
譏
笑
不
止
…
…
。
逐
巻
随
葉
、
尽
底
变
幻
。
殊
不
知
先
師
主
任
本
分
事
接
人
、
以
本
分
話
、
用
本
分
字
、
随
世
流
通
、
更
無
好
異
。
衒
奇
穿
鑿
、
播
弄
人
心
識
者
。
況
先
師
在
世
道
徳
隆
重
、
接
物
利
機
、
一
句
一
字
、
人
人
珍
為
法
宝
、
不
敢
視
作
等
閑
。
木
陳
毁
原
板
、
改
字
義
、
存
心
不
善
。
無
非
要
使
後
来
士
大
夫
一
見
、
以
為
先
師
不
諳
文
理
、
如
伊
訟
詞
所
称
行
僧
。
木
陳
文
章
天
下
第
一
、
亦
如
訟
詞
所
称
法
僧
道
忞
也
。
掬
此
辟
毁
先
師
著
述
、
不
特
法
嗣
之
名
当
除
、
即
木
陳
語
録
之
板
亦
当
焼
）
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費
隠
は
木
陳
が
恣
意
に
よ
っ
て
師
の
語
録
の
原
板
を
毀
損
し
、
字
義
を
改
竄
し
た
種
々
な
過
失
を
排
撃
し
、
木
陳
を
法
嗣
の
名
簿
か
ら
除
名
し
、
更
に
木
陳
が
み
だ
り
に
編
集
し
た
密
雲
語
録
を
焼
棄
す
る
こ
と
を
放
言
し
た
。
（
４
）
費
隠
は
引
き
続
き
、「
狂
蕩
驕
奢
、
滅
礼
敗
度
、
賄
賂
営
謀
」
な
ど
の
罪
が
あ
る
と
、
木
陳
の
罪
過
を
左
記
の
通
り
に
暴
露
し
て
い
る
。
木
陳
於
先
師
入
塔
之
年
、
遐
迩
緇
素
普
集
有
六
千
餘
、
供
金
存
庫
千
零
九
百
、
其
米
荒
糧
襍
物
、
甚
不
可
算
。
且
用
狡
計
、
未
入
塔
前
、
謀
進
方
丈
、
使
嗣
法
人
等
皆
走
脱
不
得
。
而
所
獲
香
金
亦
甚
富
饒
。
於
是
四
年
内
狂
蕩
驕
奢
、
滅
礼
敗
度
、
乃
以
財
帛
之
多
、
倩
人
鑽
刺
於
監
国
、
求
其
呵
護
、
意
欲
以
勢
圧
人
、
雖
被
人
哄
騙
、
財
帛
徒
捐
、
籠
栄
不
果
。
而
寺
中
龍
頭
拄
杖
早
已
刻
雕
、
閤
郡
緇
素
、
無
不
恥
之
。
殊
不
知
古
来
大
尊
宿
、
契
悟
淵
洪
、
修
行
深
邃
、
道
隆
当
世
、
名
聞
朝
宇
、
或
得
君
王
瞻
礼
、
或
得
天
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（69）1066
眷
褒
崇
、
俱
出
意
外
。
非
由
人
求
、
豈
賄
賂
営
謀
可
得
。
即
今
木
陳
清
夜
自
思
、
何
処
安
放
面
孔
。
拠
此
一
端
、
不
循
本
分
、
貽
羞
先
代
、
取
笑
諸
方
、
亦
当
洗
其
嗣
法
之
穢
）
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こ
こ
で
は
、
費
隠
が
四
年
前
の
密
雲
の
入
塔
並
び
に
木
陳
の
天
童
晋
山
の
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
四
衆
か
ら
金
銭
や
食
糧
が
甚
だ
多
く
得
ら
れ
た
が
、
木
陳
が
本
分
に
従
わ
ず
、
常
住
の
財
を
私
利
の
為
に
濫
用
し
、
更
に
こ
れ
を
も
っ
て
朝
廷
の
官
僚
に
賄
賂
を
し
た
と
批
難
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
木
陳
が
い
く
ら
費
隠
の
批
難
を
受
け
た
と
は
い
え
、
実
際
に
は
法
嗣
か
ら
除
名
も
出
来
ず
、
そ
の
後
、
天
童
山
へ
の
再
住
も
果
た
さ
れ
た
。
更
に
順
治
十
六
年
九
月
に
、
憨
璞
性
聡
（
一
六
一
四
〜
一
六
六
六
）
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
同
門
の
通
琇
に
続
い
て
、
詔
を
奉
じ
て
、
京
に
入
り
、
萬
善
殿
に
お
い
て
、
順
治
皇
帝
に
対
し
て
禅
法
を
説
示
し
、
帝
心
を
大
い
に
悦
ば
せ
、「
弘
覚
禅
師
」
の
尊
号
を
賜
わ
っ
た
。
（
５
）
訟
詞
の
中
で
師
を
「
行
僧
」
と
し
て
貶
し
、
己
を
「
法
僧
」
と
し
て
称
し
た
と
い
う
過
失
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
上
の
『
榜
法
堂
語
』
に
て
言
及
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
贅
述
を
省
く
。
　
そ
の
他
に
は
、
常
住
の
産
業
を
廃
棄
し
、
先
師
の
道
場
を
破
壊
し
、
同
門
の
名
字
を
抹
消
し
、
死
ん
で
も
い
な
い
の
に
自
分
の
位
牌
を
先
覚
堂
の
列
に
安
置
し
、
萬
工
池
（
放
生
池
）
の
石
畳
を
損
害
し
、
風
水
を
大
い
に
破
損
し
た
等
々
の
罪
状
を
列
挙
し
、
厳
し
く
木
陳
を
論
難
し
た
）
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費
隠
が
木
陳
の
種
々
の
罪
過
を
批
判
し
、
末
文
に
左
記
の
よ
う
に
結
語
を
述
べ
て
い
る
。
拠
此
木
陳
深
毁
先
師
一
代
住
持
功
業
、
不
惟
一
寺
風
水
不
可
鎮
、
而
衰
落
之
相
頓
見
眼
前
、
龍
天
豈
不
見
過
。
惟
有
如
上
種
々
孽
行
、
故
天
理
不
容
。
於
先
前
年
妄
代
付
法
、
則
天
雷
霹
西
禅
堂
両
步
柱
、
而
山
霊
亦
不
擁
護
、
即
旧
歳
訟
詞
、
写
先
師
行
僧
時
、
猛
虎
便
跳
入
大
斎
堂
、
噉
食
一
犬
。
更
有
許
多
不
祥
烖
異
迭
見
、
使
渠
不
能
自
安
。
衆
也
一
時
星
散
、
此
番
退
院
、
実
是
龍
天
駆
遣
出
山
、
然
則
劃
削
嗣
法
之
名
、
亦
系
龍
天
有
意
、
使
吾
輩
必
行
之
也
。
嗣
法
之
名
既
鏟
、
則
祖
師
之
位
断
難
並
列
、
不
則
六
十
六
代
同
堂
先
覚
、
誰
其
尊
信
。
　
既
述
の
よ
う
に
、
費
隠
は
木
陳
が
天
童
に
住
持
し
た
四
年
間
に
行
っ
た
非
行
を
批
難
し
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
費
隠
側
の
一
方
的
な
論
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
木
陳
側
の
回
答
に
つ
い
て
の
資
料
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
当
時
の
論
争
の
実
情
は
知
る
由
が
な
い
。
然
し
、
費
隠
が
指
摘
し
た
「
風
水
不
鎮
、
龍
天
不
佑
、
山
霊
不
護
、
天
打
雷
霹
、
猛
虎
噉
犬
」
等
の
不
祥
の
兆
を
以
て
木
陳
の
罪
を
問
う
こ
と
は
、
か
な
り
主
観
的
、
感
情
的
、
過
激
的
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
一
門
が
協
力
し
て
、
木
陳
の
嗣
法
の
名
を
削
除
し
、
祖
堂
か
ら
位
牌
を
撤
去
し
よ
う
と
す
る
ま
で
叫
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
骨
肉
の
争
い
を
激
し
く
演
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
実
に
驚
き
に
禁
じ
え
な
い
。
1065（70）
四
　
結
　
論
　
上
述
の
よ
う
に
、
本
稿
は
主
に
『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
の
中
で
、
費
隠
が
木
陳
を
糾
弾
す
る
四
篇
の
批
判
文
を
対
象
に
そ
の
内
容
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
十
七
世
紀
四
十
年
代
の
間
に
明
末
清
初
に
お
け
る
天
童
派
密
雲
の
法
嗣
た
ち
の
間
に
起
っ
た
僧
諍
の
一
部
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
を
持
つ
。
『
別
集
』
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
学
界
の
諸
先
達
の
視
野
の
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
本
論
は
、
こ
の
文
献
資
料
を
披
瀝
し
、
こ
の
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
　
当
然
な
が
ら
、
取
り
上
げ
た
資
料
は
費
隠
が
撰
述
し
た
も
の
で
、
裁
判
に
例
え
れ
ば
費
隠
が
原
告
で
あ
り
、
木
陳
は
被
告
と
し
て
批
難
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
木
陳
側
の
反
応
及
び
弁
解
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
恐
ら
く
現
存
し
て
い
な
い
。
も
し
今
後
、
そ
う
し
た
資
料
が
発
見
さ
れ
る
な
ら
、
前
後
の
事
情
や
論
難
の
行
方
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
究
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
）
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
費
隠
の
木
陳
へ
の
糾
弾
と
批
難
が
公
正
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
様
々
の
歴
史
観
や
宗
教
思
想
な
ど
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
が
あ
く
ま
で
明
末
清
初
と
い
う
変
革
期
に
お
い
て
、
天
童
密
雲
の
門
下
た
ち
が
起
し
た
内
紛
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
密
雲
派
は
多
く
の
優
秀
な
法
嗣
が
輩
出
し
、
各
自
に
異
な
る
政
見
と
処
世
観
を
持
ち
、
国
と
民
族
の
存
亡
の
危
機
に
お
い
て
、
各
自
に
自
分
の
選
択
と
野
望
を
抱
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
木
陳
が
批
判
さ
れ
て
も
、
彼
と
一
部
の
門
流
が
当
時
の
新
た
な
清
朝
の
為
政
者
に
接
し
て
、
自
分
の
生
存
空
間
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
十
余
年
後
、
北
京
に
入
り
、
清
の
皇
帝
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
明
王
朝
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
満
州
族
が
清
国
を
建
設
し
た
と
い
う
当
時
の
政
治
情
況
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
民
心
を
安
定
さ
せ
る
為
、
清
王
朝
は
明
の
官
人
士
大
夫
た
ち
を
籠
絡
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
界
な
ど
の
一
部
エ
リ
ー
ト
も
籠
絡
し
よ
う
と
い
う
国
策
が
あ
っ
た
。
順
治
皇
帝
が
天
童
密
雲
門
下
の
名
僧
を
続
々
に
入
京
さ
せ
た
の
も
、
そ
の
現
れ
の
一
端
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
玉
林
琇
、
木
陳
忞
等
の
名
僧
を
上
京
さ
せ
、
入
内
さ
せ
て
法
を
問
い
、
国
師
、
禅
師
号
、
ま
た
は
紫
衣
を
下
賜
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
皇
帝
が
彼
ら
高
僧
の
弟
子
を
自
称
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
仏
教
信
仰
を
通
し
て
、
多
く
の
漢
民
族
の
民
を
服
従
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宗
教
な
ど
を
利
用
し
て
、
南
明
を
徹
底
的
に
殲
滅
し
、
江
南
地
区
を
安
定
す
る
と
い
う
懐
柔
政
策
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
　
費
隠
に
よ
る
木
陳
等
へ
の
排
撃
も
、
こ
う
し
た
非
常
時
期
に
発
生
し
た
内
紛
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
費
隠
の
政
治
立
場
と
性
格
が
よ
く
現
れ
て
い
た
。
彼
は
明
の
道
統
を
崇
敬
し
、
時
流
に
従
わ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
明
の
滅
亡
に
大
き
な
苦
痛
と
幽
憤
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
曽
て
密
雲
の
会
下
で
七
回
の
痛
棒
を
喫
し
た
彼
は
、
臨
済
の
棒
喝
の
宗
風
を
継
承
し
て
い
る
。
彼
の
峻
烈
さ
に
は
師
の
密
雲
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
一
方
、
木
陳
は
学
者
タ
イ
プ
の
僧
で
あ
り
、
か
な
り
柔
軟
な
性
格
と
処
世
法
を
も
っ
て
い
る
。
　
費
隠
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
崇
禎
十
六
年
の
春
、
烏
程
の
唐
世
済
が
題
し
た
『
費
隠
禅
師
語
録
』「
金
粟
費
大
師
語
録
序
」
に
お
い
て
、「
列
刹
相
望
、
而
遡
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（71）1064
厥
亨
衢
、
実
自
天
童
老
人
辟
之
、
老
人
有
堅
剛
之
骨
、
荷
担
斯
道
、
重
以
徳
業
純
備
、
故
龍
象
闐
駢
、
得
人
為
最
。
出
其
門
者
、
縦
横
展
演
、
各
不
相
襲
、
各
自
建
立
法
幢
、
而
金
粟
費
大
師
、
尤
為
烜
赫
。
大
師
説
法
利
生
十
有
余
年
、
毎
垂
片
語
、
皆
足
為
人
解
粘
釈
縛
…
…
盖
純
拈
向
上
、
流
自
胸
襟
、
決
不
肯
以
一
滴
悪
水
塗
污
学
人
、
即
有
時
鉗
鎚
所
被
、
如
奔
流
、
度
刃
、
電
激
、
雷
訇
、
凛
乎
可
畏
）
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と
そ
の
性
格
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
在
家
嗣
法
弟
子
で
あ
る
王
谷
も
費
隠
の
言
葉
は
兵
家
の
用
武
の
威
が
あ
る
と
指
摘
し
）
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（
、
も
う
一
人
の
弟
子
呉
岱
も
そ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
）
32
（
。
　
陳
垣
の
『
清
初
僧
諍
記
』
で
は
、
清
初
の
仏
教
界
の
対
立
は
、
明
朝
遺
民
と
貳
臣
の
間
の
対
立
と
構
造
が
同
じ
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
陳
氏
は
遺
民
派
の
代
表
格
黄
宗
羲
と
継
起
儲
弘
等
を
聖
人
君
子
と
し
て
高
く
評
価
し
、
貳
臣
派
の
銭
謙
益
と
木
陳
等
を
悪
人
と
軽
視
し
た
。
当
初
清
の
王
朝
に
招
か
れ
て
応
じ
ず
、
最
後
仕
方
な
く
清
の
皇
帝
に
従
っ
て
い
た
通
琇
を
中
間
的
な
位
置
に
置
い
て
い
る
。
木
陳
が
貳
臣
に
判
定
さ
れ
た
こ
と
対
し
て
は
、
な
お
今
後
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
思
う
。
だ
が
、
費
隠
及
び
そ
の
弟
子
の
隠
元
た
ち
は
、
確
か
に
天
童
密
雲
派
の
中
で
、
比
較
的
に
遺
民
派
の
思
想
傾
向
に
近
い
人
々
で
あ
る
と
、
考
え
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
の
意
味
で
こ
の
諍
論
は
、
明
か
ら
清
へ
と
政
権
が
移
行
す
る
前
後
の
中
国
仏
教
界
に
お
け
る
政
治
的
、
民
族
的
な
倫
理
観
、
道
徳
論
、
と
り
わ
け
忠
と
姦
、
華
と
夷
、
義
と
利
な
ど
の
争
い
及
び
そ
の
立
ち
位
置
の
相
違
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
理
想
的
な
儒
教
の
忠
節
を
遵
守
す
る
か
、
そ
れ
と
も
よ
り
現
実
的
な
時
流
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に
異
民
族
の
王
朝
に
仕
え
、
為
政
者
に
迎
合
す
る
か
、
と
い
う
処
世
観
を
め
ぐ
る
対
立
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
（
1
）　
陳
垣
『
明
季
滇
黔
佛
教
考
』
巻
二
『
法
門
之
紛
争
第
五
』
二
七
五
頁
（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
紛
争
之
興
、
自
崇
禎
間
漢
月
蔵
著
『
五
宗
原
』、
密
雲
悟
辟
之
始
、
是
為
宗
旨
学
説
之
争
、
上
焉
者
也
。
順
治
間
費
隠
容
著
『
五
灯
厳
統
』、
三
宜
盂
（
明
盂
（
一
五
九
九
〜
一
六
六
五
）、
曹
洞
宗
湛
然
圓
澄
（
一
五
六
一
〜
一
六
二
六
）
の
法
嗣
）
訟
之
、
是
為
門
户
派
系
之
争
、
次
焉
者
也
。
有
意
気
勢
力
之
争
、
則
下
焉
者
矣
。
有
墓
地
田
租
之
争
、
斯
又
下
之
下
矣
」
と
記
し
て
い
る
。
（
2
）　
陳
垣
の
『
清
初
僧
諍
記
』
卷
二
「
天
童
派
之
諍
」
三
四
〜
三
六
頁
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）
援
用
し
た
『
費
隠
禅
師
語
録
』
巻
十
一
で
は
、
費
隠
が
甲
申
（
崇
禎
十
七
年
、
一
五
四
四
）
の
夏
に
「
与
侍
御
心
韋
徐
居
士
」、「
与
鄞
県
広
文
客
卿
張
居
士
」
等
の
書
簡
の
中
に
先
師
密
雲
塔
銘
及
び
木
陳
が
妄
に
先
師
の
代
わ
り
に
伝
法
等
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
当
時
天
童
山
を
住
持
し
て
い
た
木
陳
に
猛
烈
な
批
判
を
行
っ
た
。
（
3
）　
野
口
善
敬
の
『
訳
註　
清
初
僧
諍
記
│
中
国
仏
教
の
苦
悩
と
士
大
夫
た
ち
│
』（
日
本 
中
国
書
店
、
一
九
八
九
）
を
参
考
す
る
。
連
瑞
枝
の
「
銭
謙
益
的
佛
教
生
涯
与
理
念
」
（『
中
華
佛
学
学
報
』
第
七
号
、
一
九
九
四
、
中
華
佛
学
研
究
所
）、「
漢
月
法
蔵
与
晚
明
三
峯
宗
派
的
建
立
」（『
中
華
佛
学
学
報
』
第
九
号
、
一
九
九
六
、
中
華
佛
学
研
究
所
）
及
び
釈
聖
空
の
「
試
析
雍
正
在
揀
魔
辨
異
録
」
中
對
漢
月
法
蔵
的
批
判
」（『
中
華
佛
学
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
、
中
華
佛
学
研
究
所
）
を
参
照
。
（
4
）　
陳
垣
の
『
清
初
僧
諍
記
』「
徴
引
数
目
略
」（
九
二
│
九
三
頁
）
に
よ
る
。
（
5
）　
木
陳
、
広
東
潮
州
茶
陽
林
氏
の
子
で
あ
り
、
字
は
道
忞
、
山
翁
と
号
し
た
。
早
く
も
儒
業
を
し
た
が
、
弱
冠
に
及
ん
で
大
慧
語
録
を
読
む
に
よ
っ
て
、
前
生
の
縁
を
感
得
し
、
遂
に
廬
山
開
先
寺
に
往
き
、
若
昧
智
明
の
下
で
出
家
し
た
。
後
に
父
母
の
厳
命
に
よ
っ
て
、
還
俗
し
て
子
宝
を
得
た
。
二
十
七
歳
に
再
び
出
家
し
、
憨
山
徳
清
の
座
下
で
受
具
1063（72）
し
た
。
そ
の
後
金
粟
、
天
童
に
お
い
て
密
雲
圓
悟
に
参
じ
て
十
四
年
、
金
粟
寺
に
お
い
て
密
雲
の
衣
鉢
を
受
け
、
臨
済
三
十
一
世
と
な
っ
た
。
崇
禎
十
六
年
天
童
山
を
住
持
し
、
四
年
後
転
住
し
、
慈
溪
の
五
磊
、
越
州
の
雲
門
、
台
州
の
広
潤
、
越
州
の
能
仁
、
湖
州
の
道
場
、
青
州
の
法
慶
等
の
七
つ
の
名
刹
を
歴
住
し
た
。
そ
の
後
再
び
天
童
山
の
住
持
と
な
り
、
其
の
間
、
順
治
十
六
年
に
奉
詔
し
て
京
に
入
り
、「
弘
覚
禅
師
」
と
い
う
禅
師
号
を
賜
わ
れ
た
。
其
の
中
の
事
蹟
は
『
奏
對
録
』
三
巻
、「
弘
覚
忞
禅
師
北
游
集
」
六
卷
等
を
具
に
知
ら
れ
る
。
道
忞
は
京
か
ら
南
に
帰
し
て
、
天
童
の
住
持
職
を
辞
し
て
、
紹
興
の
化
鹿
山
の
平
陽
明
洞
山
に
往
き
、
そ
こ
が
終
焉
の
地
を
悟
っ
て
、
自
ら
黄
龍
峰
で
塔
を
起
こ
し
た
と
い
う
。
そ
の
開
山
と
な
り
、
康
熙
十
三
年
六
月
二
七
日
に
入
滅
し
、
世
寿
七
十
九
、
法
臘
五
十
五
。
道
忞
は
九
つ
の
道
場
を
坐
し
て
、
大
き
な
名
声
を
有
し
た
。『
弘
覚
忞
禅
師
語
録
』
二
十
卷
、『
布
水
臺
文
集
』
三
十
二
巻
、
と
『
五
宗
辟
』
一
卷
等
を
残
し
た
。
（
6
）　
駒
澤
大
学
図
書
館
が
所
蔵
『
天
童
密
雲
禅
師
語
録
』
十
二
巻
本
（
全
七
册
）
を
参
照
。
京
都
貝
葉
書
店
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
二
）
一
月
に
刊
行
。
（
7
）　
因
に
現
在
天
童
寺
が
所
伝
す
る
密
雲
圓
悟
の
臨
済
宗
法
派
は
三
十
一
世
林
野
通
奇
の
門
流
で
あ
る
。
筆
者
等
は
四
十
三
世
と
な
る
。
（
8
）　
雪
嶠
圓
信
は
出
家
弟
子
が
い
な
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
二
人
の
在
家
弟
子
が
あ
り
、
一
人
は
江
西
の
黄
伯
端
（
字
は
元
公
、
海
岸
と
号
し
た
。
一
五
八
五
〜
一
六
四
五
）
金
陵
に
て
明
国
の
為
に
殉
難
し
た
。
も
う
一
人
は
徐
啓
叡
（
字
は
聖
思
、
僧
名
は
近
公
洪
節
、
？
〜
一
六
四
五
）、
浙
東
に
て
国
難
に
死
す
。
時
に
「
双
瓣
香
」
と
称
揚
さ
れ
た
。
陳
垣
『
清
初
僧
諍
記
』
卷
三
「
雲
門
雪
嶠
塔
諍
」
六
三
〜
六
七
頁
を
参
考
す
る
。
雪
嶠
の
嗣
承
に
つ
い
て
は
、
木
陳
が
崇
禎
四
年
に
出
版
し
た
『
禅
灯
世
譜
』
及
び
費
隠
が
順
治
十
年
に
出
版
し
た
『
五
灯
厳
統
』
で
は
、
と
も
に
「
嗣
法
未
詳
」
と
記
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
お
そ
ら
く
雪
嶠
が
崇
禎
八
年
に
径
山
、
崇
禎
十
三
年
に
廬
山
開
先
寺
の
二
度
の
晋
山
開
堂
し
た
際
に
、
雲
門
遥
継
の
報
恩
香
だ
け
を
焼
し
た
。
し
か
し
崇
禎
十
六
年
に
東
塔
寺
の
晋
山
開
堂
の
時
に
、
方
に
龍
池
幻
有
の
嗣
法
者
を
称
し
て
報
恩
香
を
焚
い
た
。
因
に
以
前
、
密
雲
が
龍
池
禹
門
寺
を
住
持
し
た
際
に
曾
て
雪
嶠
が
幻
有
の
源
流
を
代
筆
し
た
と
い
う
。
圓
悟
密
雲
の
入
塔
は
崇
禎
十
六
年
二
月
十
四
日
で
あ
る
が
、
『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
で
は
、「
不
意
径
山
雪
庭
（
嶠
）
師
不
請
自
来
、
殷
勤
弔
慰
、
雖
妄
遥
嗣
雲
門
之
宗
、
猶
認
曾
在
龍
池
起
過
法
名
、
与
先
大
和
尚
同
為
昆
季
。
我
等
一
時
見
他
好
心
而
来
、
抑
亦
好
心
相
向
、
遂
議
請
為
起
龕
封
塔
之
主
。
此
固
彼
此
人
情
、
一
時
交
際
、
信
無
過
也
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。
雪
嶠
の
嗣
承
に
つ
い
て
は
同
巻
の
一
三
│
一
六
頁
に
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。
具
に
野
口
善
敬
の
『
清
初
僧
諍
記
』
訳
注
の
一
八
八
頁
の
註
一
八
三
及
び
二
〇
四
頁
の
註
二
九
五
、
二
九
八
の
内
容
を
参
照
。
（
9
）　
密
雲
の
法
嗣
の
一
人
の
漢
月
法
蔵
が
創
立
し
た
三
峰
派
は
、
江
南
に
お
け
る
天
童
派
と
雁
行
し
た
一
大
禅
門
で
あ
り
、
大
き
な
勢
力
を
形
成
し
た
。
然
れ
ば
費
隠
通
容
の
法
嗣
で
あ
る
隠
元
隆
琦
は
、
清
の
順
治
四
年
（
南
明
永
暦
八
年
、
一
六
五
四
）
に
門
下
の
弟
子
た
ち
と
鄭
成
功
の
船
舶
を
便
乗
し
て
日
本
に
渡
っ
た
。
後
に
日
本
黄
檗
宗
を
開
創
し
た
。
具
に
林
観
潮
の
『
臨
済
宗
黄
檗
派
与
日
本
黄
檗
宗
』（
中
国
財
富
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
第
一
版
）
を
参
照
。
（
10
）　
駒
澤
大
学
図
書
館
で
所
蔵
す
る
清
代
の
版
本
『
費
隠
語
録
』
四
册
本
（
刻
版
年
月
な
ど
未
詳
）
が
あ
る
。
第
四
册
の
二
三
頁
左
丁
を
参
照
。
（
11
）　
『
費
隠
禅
師
別
集
』
卷
一
『
祖
庭
鉗
鎚
録
』
の
文
首
に
は
、
費
隠
の
在
家
弟
子
で
あ
る
大
含
居
士
山
陰
王
谷
が
崇
禎
十
二
年
已
卯
に
書
い
た
序
文
を
収
録
し
て
い
る
。
王
谷
は
密
雲
の
法
孫
と
し
て
費
隠
が
編
纂
し
た
『
天
童
密
雲
禅
師
語
録
』
巻
十
二
の
中
に
『
行
状
』
を
撰
述
し
て
い
る
。
他
に
は
費
隠
が
示
寂
後
、『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』
上
下
両
巻
の
編
纂
を
参
与
し
た
。
然
れ
ば
巻
七
中
の
『
規
謬
見
長
老
』
で
は
、
費
隠
が
自
序
の
文
で
は
、「
山
僧
於
甲
申
年
規
謬
見
長
老
書
一
册
刻
出
、
将
為
朝
公
従
此
以
後
能
返
謬
归
正
、
捨
妄
従
真
。
迄
今
已
丑
仲
夏
猶
見
朝
公
復
為
山
僧
指
迷
若
干
段
、
且
聞
朝
公
於
去
歳
孟
冬
已
死
、
尚
留
邪
説
流
毒
人
間
。
則
其
雖
死
、
而
邪
心
還
不
死
也
。
然
其
人
寿
数
尚
未
艾
、
既
已
死
矣
。
亦
見
龍
天
不
容
、
則
亦
不
足
与
較
、
但
恐
後
来
人
受
其
誑
惑
、
而
迷
背
正
法
眼
藏
、
塗
污
本
来
面
目
、
宗
門
底
事
一
時
毁
滅
、
為
害
不
為
不
深
。
故
又
万
不
得
已
、
再
規
謬
見
長
老
数
語
、
以
結
其
案
也
」（
第
七
巻
第
二
十
七
頁
左
丁
〜
二
十
八
頁
右
丁
を
参
照
）
と
あ
る
。
そ
の
中
の
「
朝
公
」
や
「
謬
見
長
老
」
と
は
。
費
隠
通
容
の
同
門
法
兄
弟
の
朝
宗
通
忍
を
指
し
て
い
る
。
通
容
は
崇
禎
十
一
年
戊
寅
七
月
二
十
九
日
に
、
四
十
六
歳
の
時
に
金
粟
山
広
慧
禅
寺
に
晋
山
入
院
し
た
。
在
住
明
末
清
初
天
童
密
雲
圓
悟
禅
師
の
法
嗣
間
に
お
け
る
諍
論
（73）1062
の
間
に
『
金
粟
辟
謬
・
上
』、『
金
粟
辟
謬
・
中
』、『
金
粟
辟
謬
・
下
』
合
三
巻
（
第
二
册
）
を
撰
述
し
、
朝
宗
通
忍
が
説
か
れ
た
臨
済
宗
旨
は
先
師
に
背
け
た
も
の
と
批
難
し
た
。
ま
た
『
規
謬
見
長
老
』
で
の
甲
申
は
崇
禎
十
七
年
、
つ
ま
り
通
容
五
十
二
歳
、
金
粟
に
住
持
し
て
第
六
年
目
と
な
る
。
已
丑
は
清
の
順
治
六
年
で
あ
る
が
、
朝
宗
通
忍
は
一
六
四
八
年
の
孟
冬
に
死
す
。
通
隠
と
通
忍
と
の
論
争
は
約
十
年
の
間
に
持
続
し
た
。
通
忍
が
死
し
た
半
年
後
、
通
容
が
通
忍
の
死
ぬ
直
前
の
書
簡
を
接
し
、
そ
の
中
は
通
容
の
見
地
を
指
摘
し
た
。
通
忍
は
已
に
死
し
た
の
で
、
そ
も
そ
も
論
争
は
終
焉
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
通
容
は
止
め
る
気
が
無
く
、
死
ん
だ
法
弟
の
通
忍
に
「
再
規
謬
見
長
老
数
语
、
以
結
其
案
也
」
と
い
う
返
事
を
送
っ
た
。
そ
の
執
念
の
深
さ
が
驚
き
に
禁
じ
な
い
の
で
あ
る
。『
紀
年
録
』
下
巻
で
は
、
そ
の
時
、
費
隠
が
木
陳
の
後
に
天
童
に
転
住
す
る
頃
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
（
12
）　
『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
、
一
頁
右
丁
を
参
照
。
（
13
）　
同
書
、
二
頁
右
丁
を
参
照
。
（
14
）　
同
書
、
二
頁
右
丁
〜
三
頁
左
丁
を
参
照
。
（
15
）　
同
書
、
八
頁
右
丁
〜
一
〇
頁
右
丁
を
参
照
。
（
16
）　
『
費
隠
語
録
』
第
四
册
、『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』
巻
上
、
二
四
頁
左
丁
を
参
照
。
（
17
）　
同
書
、
二
五
頁
右
丁
を
参
照
。
（
18
）　
『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
、
一
〇
頁
左
丁
〜
一
一
頁
右
丁
を
参
照
。
（
19
）　
『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
十
五
、
一
一
頁
左
丁
〜
一
二
頁
右
丁
を
参
照
。
（
20
）　
同
書
、
一
二
頁
左
丁
〜
一
六
頁
右
丁
を
参
照
。
（
21
）　
同
書
、
一
六
頁
左
丁
〜
一
八
頁
左
丁
を
参
照
。
（
22
）　
同
書
、
二
二
頁
左
丁
。『
啓
告
同
門
語
』
で
は
費
隠
が
木
陳
の
訟
詞
を
公
表
し
、
つ
ま
り
「
天
童
古
刹
、
年
久
荒
圯
、
行
僧
密
雲
会
同
合
郡
仕
紳
、
重
剙
。
因
雲
坐
化
、
衆
僧
瘗
骨
搆
塔
、
令
僧
通
辯
看
守
、
詎
料
辯
滅
師
藐
法
、
改
瘗
塔
為
私
室
、
鲸
踞
敗
規
。
法
僧
道
忞
鳴
衆
公
逐
、
随
即
辞
事
出
山
」
と
、
あ
る
。
（
23
）　
同
書
、
一
八
頁
左
丁
〜
一
九
頁
右
丁
を
参
照
。
（
24
）　
同
書
、
一
九
頁
右
丁
〜
左
丁
を
参
照
。
（
25
）　
同
書
、
一
九
頁
左
丁
を
参
照
。
（
26
）　
同
書
、
一
九
頁
左
丁
〜
二
一
頁
右
丁
を
参
照
。
（
27
）　
同
書
、
二
一
頁
右
丁
〜
左
丁
を
参
照
。
（
28
）　
同
書
、
二
一
左
丁
〜
二
六
頁
右
丁
を
参
照
。
（
29
）　
『
費
隠
禅
師
語
録
』
第
四
册
『
福
厳
費
隠
容
禅
師
紀
年
録
』
巻
下
、
一
四
頁
右
丁
、
順
治
十
二
年
乙
未
条
で
は
、「
十
月
道
場
山
木
陳
和
尚
以
魯
繭
白
繈
遣
法
嗣
天
城
耑
候
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。
木
陳
側
か
ら
は
費
隠
と
の
関
係
は
断
絶
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
（
30
）　
『
費
隠
禅
師
語
録
』
第
一
册
「
金
粟
隠
大
師
語
録
序
」
一
頁
右
丁
〜
左
丁
を
参
照
。
（
31
）　
『
費
隠
禅
師
別
集
』
第
一
册
、
巻
一
「
祖
庭
解
鉗
鎚
録
序
」
一
页
右
丁
〜
左
丁
で
は
、
「
費
隠
禅
師
、
為
人
縦
横
、
殺
奪
純
用
此
味
、
如
宿
将
登
壇
、
指
揮
之
間
、
威
加
萬
里
…
…
奕
奕
逼
人
、
如
李
光
弼
代
郭
子
儀
、
於
朔
方
営
塁
、
士
卒
麾
幟
無
所
更
、
而
一
号
令
之
、
気
色
鮮
明
、
云
禅
人
謂
之
韜
鈐
、
信
不
誣
也
」
と
、
費
隠
の
こ
と
を
褒
め
讃
え
て
い
る
。
（
32
）　
同
書
、「
費
隠
禅
師
別
集
総
序
」
二
頁
左
丁
〜
四
頁
左
丁
で
は
、「
木
陳
欺
老
人
、
則
説
妄
付
則
撃
、
示
榜
法
堂
、
啓
告
同
門
、
和
尚
豈
好
辯
哉
。
夫
兵
、
凶
器
也
、
不
得
已
而
用
之
。
攻
其
瑕
、
堅
祖
道
之
垣
墙
、
誅
其
逆
、
尊
師
門
之
模
範
、
亦
甚
不
得
已
矣
…
…
近
見
踞
曲
录
床
者
、
相
与
唯
諾
修
候
、
曰
法
無
諍
。
設
我
和
尚
而
亦
修
唯
諾
、
表
無
諍
、
也
安
得
済
道
日
月
重
光
、
江
河
共
沛
、
永
靖
法
地
狼
煙
、
我
国
晏
然
千
秋
哉
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
